
数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」 ＜準備問題①＞

組 番 名前

１ 縦の長さａ，横の長さがｂの長方形があります。次の式は，何を表していますか。□

ｂ

（１） ２(ａ＋ｂ)

ａ

（２） ａｂ

２ 次の式を×，÷を使わないで表しなさい。□

（１） ａ×５ （２） ａ×ｃ

（３） （χ－ｙ）÷５ （４） χ×(－２)－ｙ÷５

３ 下の図のような直角三角形があります。次の（１ （２）を文字を使って表しなさい。□ ）

ｃ(㎝) （１）直角三角形の周りの長さ
ｂ(㎝)

ａ(㎝) （２）直角三角形の面積

４ χ＝３のとき，次の式の値を求めなさい。□

（１） ２×χ （２） χ×（－３）×４

（３） χ×χ×χ （４） （χ＋２）×３

（５） （χ＋７）÷２ （６） χ÷２



＜準備問題①・解答＞数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」

１□
(１) 長方形の周りの長さ (２) 長方形の面積

２□

(１) ５ａ (２) ａｃ

－２χ－ または －２χ－ ｙ
χ－ｙ １

または (χ－ｙ)
ｙ １

５ ５
(３)

５ ５
(４)

３□

(１) ａ＋ｂ＋ｃ（㎝）

（２） ｂｃ （㎝ ）
１ ２

２

４□
(１) ６ (２) －３６

(３) ２７ (４) １５

３
(５) (６)５ または １５.

２



数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」 ＜準備問題②＞

組 番 名前

１ 次の等式が成り立つように文字を使って表しなさい。□

（ ）（１） ａ（ｍ） ＝ （㎝） （２） χ（ｇ）＝ kg

）（３） ｂ（ ）＝ （dL L

２ χ＝３のとき， に不等号を書きなさい。□ □

（１）３χ＋２ ４χ－２ （２）－３χ －０.３χ

９－２χ ３
（３）

６ ４

３ 次の｛ ｝の中の式のうち，左の式と等しいものの記号をすべて選びなさい。□

ア ３－χ イ －χ－χ－χ ウ －χ×χ×χ

（１）－３χ

エ ５χ－２χ オ χ ×(－３)

ア ３×χ イ χ＋χ＋χ ウ χ×９
３

（２）χ

エ ３χ＋χ オ χ×χ×χ

ア ｙ÷χ×ａ イ ｙ÷ａ÷χ ウ ｙ÷χ÷ａ

（３）
ｙ

エ ｙ÷（χ×ａ） オ ａ×χ÷ｙ
ａχ



＜準備問題②・解答＞数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」

１□
χ

(１) １００ａ (２) ０.００１χ または
１０００

ｂ
(３) ０.１ｂまたは

１０

２□
(１) ３χ＋２ ＞ ４χ－２ (２) －３χ ＜ －０.３χ

９－２χ ３
(３) ＜

６ ４

３□
(１) イ，オ （順不同可）

(２) オ

(３) イ，ウ，エ （順不同可）



数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」 ＜基本問題＞

組 番 名前

１ 次の式のかっこをはずし，簡単にしなさい。□

（１） －（χ－３） （２） －（－５－７ｙ）

（３） ７ａ－３－（－４ａ＋２）

２ 次の２つの１次式の加法や減法の計算をします （ ）の中にあてはまる数字や式を入れ，□□ 。

に＋や－を入れて，式を完成させなさい。

（１）２つの１次式が （２）２つの１次式が

３χ－２，５χ＋６のときの加法 －ａ－２，９ａ－７のときの減法

（左の式から右の式を引く）

（３χ－２）＋（ ） （－ａ－２）－（ ）

＝ ３χ－２＋５χ＋（ ） ＝ －ａ－２－９ａ （ ）

＝ ３χ＋５χ－２＋（ ） ＝ －ａ－９ａ－２ （ ）

＝（ ）＋４ ＝ （ ） （ ）

３ 次の計算をしなさい。□

（１） （３χ＋５）＋（２χ－５） （２） （５χ－１０）－（－２χ－７）

（３） ３(８χ＋４）＋４(２χ－９） （４） －（０ ７χ＋２）－２(４－０ ６χ）. .

（５） ＋ （６） （χ－３) － （２χ－３）
３χ＋２ ２χ＋３ １ ３

３ ６ ３ ２



＜基本問題・解答＞数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」

１□
(１) －χ＋３ または ３－χ

(２) ５＋７ｙ または ７ｙ＋５

(３) １１ａ－５ または －５＋１１ａ

【解説】

（３） ７ａ－３－(－４ａ＋２)

＝７ａ－３＋４ａ－２

＝７ａ＋４ａ－３－２

＝１１ａ－５

２□
(１) （３χ－２）＋（５χ＋６） (２) （－ａ－２）－（９ａ－７）

＝３χ－２＋５χ＋（ ６ ） ＝－ａ－２－９ａ ＋ （ ７ ）

＝３χ＋５χ－２＋（ ６ ） ＝－ａ－９ａ－２ ＋ （ ７ ）

＝（ ８χ )＋４ ＝（－１０ａ） ＋ （ ５ ）

３□
(１) ５χ (２) ７χ－３

(３) ３２χ－２４ (４) ０５χ－１０.

８χ＋７ ４ ７ ８ ７
(５) または χ (６) － χ ＋＋

６ ３ ６ ３ ２

【解説】

１ ３ ２ ９
６ (χ－３)－ (２χ－３)＝ (χ－３)－ (２χ－３)（ ）

３ ２ ６ ６

２ ６ １８ ２７
＝ χ－ － χ＋
６ ６ ６ ６

１６ ２１ ８ ７
＝－ χ＋ ＝－ χ＋

６ ６ ３ ２



数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」 ＜応用問題①＞

組 番 名前

１ 次の問いに答えなさい。□

（１）ある数χ，ｙがあり，χを３乗して２をひいたものは，ｙを５倍して７を加えたものと等し

くなります。χとｙの関係を式で表しなさい。

２ 長さ２ｍのひもの端から 長さ７㎝のひもをχ本切り取ったところ 残りのひもの長さはｙ(㎝)（ ） ， ，

でした。ｙをχの式で表しなさい。

２ 次の数量の関係を等式で表しなさい。□

（１）右図のように，半径がｒの円を４等分した図があります。

円周率をπとして次の①②の式をつくりなさい。

① 右図の面積Ｓを求める式

ｒ

② 右図の周りの長さ ℓ を求める式

（２）ある自然数χをｐで割ったときの商はｑで余りがｒです。χをｐ，ｑ，ｒを使って表しなさ

い。

３ 次の数量の関係を不等式で表しなさい。□

（１）ある数χに２を加えたものは，ある数χの３倍から２をひいたものより大きい。

（２）８０円のペンａ本と１００円のノートｂ冊を，１０００円以内で買うことができた。



＜応用問題①・解答＞数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」

１□
(１) χ －２＝５ｙ＋７ (２) ｙ＝２００－７χ

３

２□
２(１) ① またはＳ＝

πｒ２

Ｓ＝
１
πｒ

４４

πｒ＋２ｒ② またはℓ＝ ＋２ｒ
πｒ

ℓ＝
１
２２

χ＝ｐｑ＋ｒ(２)

【解説】

(割られる数)＝(割る数)×(商)＋(余り)
χ ｐ ｑ ｒ

３□
(１) χ＋２ ＞ ３χ－２ または (χ＋２)－(３χ－２)＞０

(２) ８０ａ＋１００ｂ≦１０００ または １０００－８０ａ－１００ｂ≧０



数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」 ＜応用問題②＞

組 番 名前

１ 次の問いに答えなさい。□

（１）底面の半径がｒ，高さがｈの円すいＡがあります。この円すいＡの底面の半径を２倍にし，

体積の等しい円すいＢをつくります。円すいＢの高さを文字ｈを使って表しなさい。

（２）大安売りで１個ａ円のメロンがｂ％引きの売値がついていました。さらに２個以上買うと１

個につき５０円値引きしてくれるそうです。メロン５個買ったら，代金は６０００円でした。

関係を表す式をつくりなさい。

２ Ｔ君の家では，お父さんが新発売のゲーム機を買ってきました。Ｔ君には兄と弟がいます。ゲー□
ムは１日χ時間だけしか行わないと３人はお父さんと約束しました。そこで，３人がゲームをする

時間と順番をじゃんけんで下のように決めました。

次の問いに答えなさい。

【ゲームのできる時間】

１
１番目に勝った人Ａ １時間と，１時間ゲームをして残った時間の

３

１
２番目に勝った人Ｂ ３０分間と，Ａが使って残った時間の

３

１番負けた人Ｃ ＡとＢが使って残った時間

（１）１番目に勝った人Ａ がゲームのできる時間をχを用いて表しなさい。計算できる場合は計算

しなさい。

（２）２番目に勝った人Ｂ がゲームのできる時間をχを用いて表しなさい。計算できる場合は計算

しなさい。

（３）１番負けた人Ｃ がゲームのできる時間をχを用いて表しなさい。計算できる場合は計算しな

さい。



＜応用問題②・解答＞数学１ ２章 文字を用いた式 「文字式の計算」

１
１ (１) －ｈ□

４

ｂ ｂ
(２) ５{ａ( １－ ）－５０}＝６０００ ( は０.０１ｂでもよい）

１００ １００

ｂ
または， ５ａ（ １－ ）－２５０＝６０００

１００

【解説】

１
(１) Ａの体積は πｒ ｈ

２

３

１ ４
Ｂの高さをＨとすると Ｂの体積は π(２ｒ) Ｈ＝ πｒ Ｈ

２ ２

３ ３

１ ４
ＡとＢの体積が等しいので πｒ ｈ ＝ πｒ Ｈ

２ ２

３ ３
１ ４

したがって ｈ＝ Ｈ となるＨを求めればよい。
３ ３

１
よって Ｈ＝ ｈとなればよい。

４

ｂ
(２) ｂ％引きは １－ と表せる。

１００

ｂ
よって ａ円のｂ％引きの値段は ａ(１－ ） （円） と表せる。

１００



２□
１ ２ χ＋２

(１) ―χ＋ ― または
３ ３ ３

２ ５ ４χ＋５
(２) ―χ＋ または

９ １８ １８

４ １７ ８χ－１７
(３) ―χ－ または

９ １８ １８

【解説】

１
(１) １時間と残った(χ－１)時間の－倍との和

３
１ １ １ １ ２

Ａ：１＋―(χ－１)＝１＋―χ－―＝―χ＋―
３ ３ ３ ３ ３

(１)で求めた値

(２) Ａが使って残った時間 ＝（χ－Ａ） 時間 となるので

１ １ １ １ １ ２
Ｂ：―＋―（χ－Ａ）＝ ―＋― χ－（ ― χ ＋ ― )
２ ３ ２ ３ ３ ３

１ １ １ ２
＝ ―＋―（ χ－ ―χ－ ― ）
２ ３ ３ ３

１ １ ２ ２
＝ ―＋―（ ―χ － ― ）
２ ３ ３ ３

１ ２ ２
＝ ―＋ ―χ － ―
２ ９ ９

２ ５
＝ ―χ＋
９ １８

(２)で求めた値

(３) ＡとＢが使って残った時間 ＝ (χ－Ａ－Ｂ)時間

となるので求める式は

１ ２ ２ ５
Ｃ：χ－Ａ－Ｂ ＝ χ－（ ―χ＋― ）－（ ―χ＋ ）

３ ３ ９ １８

１ ２ ２ ５
＝ χ― ―χ－ ― － ―χ －

３ ３ ９ １８

４ １７
＝ ―χ－
９ １８


